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本書面では訴状に引用されている証拠について下記のとおり説明

をする。

原本
作成

す寒 目 / 年月日
写し

被告のフェイス
ブックの記事 守・τ7r 平成 26 年
(タイムライ 9 月
ン)の主とめ

被告のツイッタ
ーの記事(タイ 平成 26 年
ムライン)のま

写
9 月

とめ

出力日:平
被告のプログの

写 成 26 年 10
記事

月 29 日

学位記 '弓‘:::.-・ 平成 17 年
3 月 23 日

平成 17 年
表彰状 '.!fJ. 

3 月 23 日

褒状 写
平成 16 年
10 月 1 日

平成 19 年
特許証 写

i 月 12 日

1114告吉
平成 26 年
6 月 4 日

作成者

~告

被告

被告

茨城大学

茨城大学
大学院ー理
工学研究
科長白石
昌武

板橋区長
石塚輝雄

特許庁長
官中嶋誠

原告代理
人弁護士
浪 j呈彰悟

q 
M 

三L 証 題 ト::'

汗4

被告が原告に対して行っていたプ
ェイスブック上の原告の名誉を段
損する発言をまとめたもの白

被告が原告に対して行っていたツ|
イッター上の原告の名誉を~損す
る発言をまとめたものの l 

被告が「ホタノレの悶」としてシリー
ズで原告に対して行っていたプロ
グ上の原告の名誉を投損する発言
をまとめたもの。

原告が茨城大学大学院理工学研究
科生産科学専攻の同士後期課程を
修了し、博士(理学)の学位を取得
し T二こと

原告が日本感性工学会表彰におい
て論文貨を受賞したこと

原告が，板橋区長石塚輝球により
褒状を送られたこと

平成 19 年 1 月 12 日に「ホタルの累
代飼育システム及び方法J という発
明について特許を取得したこと

平成 15 年 6 月 20 自放送の「ズーム
イン! Supcr J という番組で石塚区
長が原色子及びホタノレ飼育施設をた
たえる発言をしたこと



2014年 12 月 10 日(水) 14: 51 東京地方栽判所民事 37W CFA/..) 0:3 3592 9461 P.004/010 

に

9 平成 21 年
前板橋区長である右 j雲氏がホタル

都i改革rr 挙li 館の阿部氏を高く評価していた事の 記事 1; 
9 月 4 日

1 夫

. 

9 に平Jお 21 年
都政新報 向上の 記串: 写- で 10 月 9 日

2 

ホタルの自然環境へ.の回帰に向け

水圏環境の自然
た閉鎖型ミエホタノレ生態系(生態
槽)の構築および飼育方法の確立と

回帰へ向けたホ
7 世代にわたる飼育の結果について

タノレ生態系の設
の報告である。ここで論じられてい

10 
計と構築(第一

平成 16 年 原告(共
る内容はすべて原告がホタル簡に

持、閉鎖型ミニ
おいて測定してきた内容である。最の 生態系による棋

司t・F, 
12 月 20 日 著)

後のところには「生態槽の成巣」が1 採と 7 世代継承
記され，上陸時に釘:夜 20 時から 24

の成果) (日本&
時まで観察を行っている様子や，ホ

物地理学会会報 タル幼虫が発光しながら歩いてよ
第 59 巻)

陸するために個体数の把援が可能
であることが記されるの

10 の 1 間様ホタル飽でのホタル生
態環境の論文である。ここではホタ
ノレ生活史が記され，特に「せせらぎ J

オミ圏環境・の自然
(せせらぎについては本証拠 94 頁
等を参照)の，水環境(物理的状況

回帰へ向けたホ
や水質) ，降雨制御，土壌環境，温

タノレ生態系の設 熱環境制御，共生動値物郡等が記さ
10 計と構築(第二 3j?:成 18 :平 原告・(共 れる。特に本件に関連して認織され
の 報、ホタル飼育 -同~・ 12 月 30 日 著) るべきことは水損である，その後の
2 空間せせらぎの 飼育の推移で若平の変避はありう

構築) (日本生物
るものの，この時点での年間の管理

地理学会会報第 は「一年を通じて水温がおよそ
61 巻)

12 ・ 16"C になるように制御した (2
月 12.5 DC; -1月 13.5~C ， 7 月 15.0 0C.
8 月 16.0CC ， 10 月 13.0 巴C ， 12 月
l1.5"C) J となっている。

f
l、
\

3 
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この論文は原告の|専士学位論文で
ある。この論文によって原告は茨城
大学の学 fl1: を取得した。この内容は
もちろんホタル館での累代飼育が
基礎アとなっているもので，ホグノレの

. 光が人の感性にどのように影響を
人の感性に共鳴 あたるかという寺第もひとえに累

lJ 
õj るホクノレの )'t

原
平成 17 年

原告
代飼育の中での長年のホタルとの

と快適水圏環境 3 月 接触の中で構築されてきたもので
の創成について あるし，またこの中で論じられてい

る， r ホタルが生息、し i賓けるうえで
の必民十分条件，最適な水環境，土
壌環境.温熱環;庇及び動植物郡との
共生関係 J (論文要旨参照)も.畳
富な飼育経験から導かれたもので
あること eτ 、

都市公尉と生物 2010 年の文章であるが.この時点
多岐性の基本は

平成 22 年
で 101 カ所でホタル再生を行い.失

12 「ホタル」 原
7 月 30 日

日は、ー巴1 敗例がないことや，年間 300 f'l=以上
(都市公圏第 のホタルに関する相談が帯せられ

189 号) ている事実などが記されている。

J.3 東京のホグル名
平成 17 年

株式会社 平成 16 年にホタル館でカピが発生
の 所ピンチ(朝日 写

11 月 22 日
朝日新聞 し大量のホタルの卵や幼虫が死ん

1 新聞夕刊) 干土 でいった事実を報じたものであるの

13 ホタル公開を前 平成 17 年
株式会社

の にピンチ(高島 与
6 月 15 8 

高島平新 向上
2 3f-新聞) 聞社

L ナノ純銀担持コ
描島県郡山市建設協会内会議室で，

ラーゲン溶液放
ナノ銀を使用して放射桔汚染こ|この

射能軽減効果試 平成 24 年
放射性物質の低減について岩崎信
氏が測定した結果を示しているも

14 験(試験場所 写 3 月 5 日ご 原告
のであり，当初の数値から「ナノ純

福島県郡山市建 ;~ コ

設協会内会議
銀子旦持コラーゲン溶液を注ぎ混ぜ

室)
合わせ」て測定したところ数胞が低
i戒していること

ナノ純銀能抱経持櫨 千葉県柏市南部クリーンセンター
材放射 減効

でのナノ純銀粒子担持材を用いた
呆試験(試験場

写
平成 24 :苧

原告 放射能低減効果の実証試験とその
所 千葉県柏市 3 月 28 日

結果である。岩崎信氏が立ち会って
南部クリーンセ
ングー)

し、るの

4 
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1友僑区の Web サイトである。平成
公開日:平 24 年 5 月1)日に福島県大熊町の町

福島県大熊町長 成 2.1 年 5 長及び議長が板橋区を訪れ，ホタル

16 
と議長が板橋区

写
月 21 日

板橋区
館を見学している様子。板椛i 区長も

を来訪(平成 24 最終史新 e 出迎え「板橋で育った故郷つホタル
年 5 月 II 日) 日:平成-'26 を通じて，少しでも大熊町の皆さま'

年 5 月 8 日 の心の支えになればうれしいです」
と話していること等。

甲 ]6 と同時日にホタ/レ館見学後，
隣接の「学習室 J とされていた場

写真
所において.ナノ銀を使用して放

(福島県大熊町
平成 24 年

射性物質の低減効果を自の前で実|
験的に示している様子であり，こ l

17 長および議長が -コ・ 不詳
の中には大熊町長・議長，坂本板 i

来訪したときの
5 月 11 日

もの)
橋区長， I玄資源環境部長が写って
し、る。こ才L をきっカパナとじて甲 18

(¥ 

以下の実証実験が大熊町で行われ
ることになるの

平成 24 年 12 月 25 日に福島県双葉 l
郡大熊町失沢地区の墓地「大」にお!
いて，ナノ純銀散布による放射総量 i
低減の実証実験が行われ. 3 回の平
均で散布前の 374Jl SV から散布後の l

平均が 272.低311減Sv効で呆あ治り. ナノ純銀
大熊町訪問報告 平成 25 年

散布による 3 認められた

18 書
寄.

3 月 13 日
原告 ことの報告と，これに続いて同じ場

所て・平成 25 年 3 月 11 日に再び笑giE
実験を行った記録。前回ナノ純銀を
施しているところとそうでないと
ころでは.初めから測定値が低く.
さらに追加の試験を行ったところ，
再び低減の効果が得られた旨の報.
告である。

適切なナノ銀とその担持体が其に
ナノスケール純 有志な放射性物質の減少をもたら

19 
銀担持イ木の放射

写
平成 25 年 原告(共 すかどうかの検読結呆を示したも

性セシクム減 95 3 月 16 日 著) のであり，高エネノレギー加速器研究
効果の検証測定 機{宵等の共催の研究会で報告され

た rrr，rr文である c

研究会「放射線
I i恥ネノレ

平成 26 午 1 月の第 28 回「放射線検
20 

ギー加速

σコ
検出器とその 15

写
平成 26 年 器研究機 出器とその応用」研究全において甲

用 j (第 28 i日) ].月 28 日 {存 放射 20 ・ 2 に示す題目で原告が岩崎信氏
l プコグラム 線科学セ|らと研究会発表をしていること

ンター

:J 
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平成 26 年
1 月 28 日

頃

原告(共
著)

3 つの土壌についてナノ銀を溶液を|
噴設して.その後の数1lii の測定をし|
たところすべて航ね数位が減衰し i
ていることが報告されており，かか
る未知現象のメカニズムについて
は. r近年多くの実験デ・... .;,t ;を訴し
つつある“低エネルギー核反
応"LENR が有力と捉えているとい
うこと等

ぐ

幻
の
l

tH 51 回アイソ
トープ・放射線
研究発表会プロ
グラム

写
平成 26 年
7 月 7 日

イ
プ

ア
一
会

本
卜
協

悶
同
け
ノ

日本アイソトープ協会主催のt{3 5 J 
回アイ Y トープ・放射線研究発表会
において.原告が岩~.~苛信氏らととも
に r1・ 5nm 銀粒子の土壌中の 131C 
s と 1 $17C S および加理肥料中の 40
K放射能低減効果J の発表をしてい
ること及び同旨のポスター発表も
行っている事実。

4-5nm 銀位子の
… l 土壌中の l :J o1 C

|デ 11 と町 S お
|よび加現肥料中

い の-lOK放射能低
| 減効果

IIP-184・ 5nm 粒
径銀粒子による

21 I 土壌中セシウム
の |放射線量低減現
3 I 魚ーその発見と

初期の線主計デ
ータを中心にー

写
平成 26 年
7 月 7 日頃

原告(共
著)

原告(共
若)

'10 Kの低減効果実験を行い， 7成掲効

呆が確認できているという報告で

ある。

上記第 51 回アイ Y トープ・放射線
研究会でのポスタ一発表の内容で
あり，その趣旨は 21 ・ 2 と同様であ
る。

写
平成 26 年
7 月 7 日頃

6 
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この文章は 2013 年 1 月のものであ
るが.ここではほエネルギー:核反応
(Low-Enc:呼rgぱy Nuclc.ar Reaction= 

LENR) と れる現象があること
が論じられているとと u に，以下の
ような指摘が本件との詞係。では主
廷である。 fLENR に関する情報は
主に LENR 関連の学会や国際会議

展望 低エネノレ
のほか.インターネットによって広

ギー核反応によ
〈流通しているが， 日本の主流学会

る新しい核エネ
やマスコミにはほとんど報道され

()。 ノレギーへの期待 写
平成 25 年

田中栄一 ていない c またほとんどの国の政府
1 月 も一見無関心である。その原因は

(Isotope 
LENR が似非科学であるという誤

NeWB 2013 年 l
った社会迎念、と，それによって生じ

月号)
た荷i執から容易に脱却できないか

( 
らであろうか。少なくとも最近の欧
米ではそのような事情は急速に改
善され始めている J r一刻も早く"似
非科学"をめぐる確執から脱却して
世界の LENR の現状を把握し，産学
官の総力を挙げて LENR の研究・開. 
発・利用に取り掛かるべき時期がき
ている」

板橋区ホタル飼育施設においてホ
タル飼育を幾世代にもわたって実
現してきた中で， r ゲンジポタルや

P-82 多機能ノ〈 ヘイケポタルを安定に発とさせる
イオ用土を用い ために.環境土壌とその中に止息す
たホタノレ飼育と

平成 lõ 年 原告(共
る矧商類の活性化，さらにそれに俵

23 環境の改善(エ 写
11 月 若)

する問背水が大きな役割を果たす
コテクノロジー| と考え」たことを示し，その内容を

L 研究第 9 巻第 3 明らかにした論文である。幾世代に
号) もわたってのホタル飼育の実践が

基礎にあることは当然であり.文章
の中に示される慌々な数値もかか
る実践の記録である。

環境保全九|向け
甲 23 と同じ時期!の文章であるが.

たせせらぎ空間
へのホタル生態

ホタル生態惜-及び「ホタノレのせせら

系接続と1.4 世
ぎ」の実現と 14 t~:代継承の成果 lこ

24 代継承の成果 写
平成 ló 年 原告(共 ついての研究に基づく論考であり，

10 月 苓) その中で「呆適な水環境，最適な土
(全|羽魚道実践

壌環担，最適な温熱環尻及び最適な
研究会議
2003in I岐阜論

動植物郡との共生関係」を明らかに

文集)
する U

」

F 
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ー

ホタノレの光と人
の感性について ホタルの光とその生態系に十分な
一生物情報に 25
づし、 7こ光音相互

1査し効果のある可能性が高いとい

25 変換システムの '4 ・
平成 17 年 原告(共 うことで，その広範囲な福祉応用に

開発と福祉応用
11 月 苓) 向けての論文である。ここでの分析目

もホタル館でのゲンジポタル鑑賞
-(感性工学研
究論文集第 6 悲

会を基礎にしている“

l 号)
ゲンジポタルの
発光パターンに

ぐ

及 lます温度環涜 ゲンジポタルの発光パターンを東
の25響一地理的
差具による 2 型

日本裂と 1ì.H 白木型とで温度環境の

26 分布に対する考 写
平成 16 年 原告(共 影響によって説明を試みたもので

察として- (日
12 月 20 日 道F) あり，この調査の対象としてもホタ

本生物地理学会
ル館の累代飼育していた個体が用

会報第 59 巻第
いられていた事実e

200.1 年 12 月 20
日)

ホタルの光と人 ホタルの光が人の精神に影響や箔
の感性について しの効呆を与えるか検討したもの

。M ケ・
感性情報計測と 写:

平成 15 年 原告(共 であるが.その分析-は板橋区のホタ
福祉応用(感性 8 月 若) ル館の慌賞会において様々な年齢
工学研究論文集 階層からの意見サンプノレによって|
第 3 巻 2 号) いた事実。

ホタノレの光が人の感性に及 lます影
ホタルの光と人 響について.その発光間隔ゆらぎ等
の感性について の観点から解析・検討したものであ

28 
発光現象のゆら 4百す 平成 15 年

原告(共 るが，ここでもその対象は板橋区ホ
ぎ特性(感性工 著) タル館のホタルでもあり.愉文の中
学研究論文集第 では，このホタノレも「集団かつ自然
3 巻 l 号) に活動している状態」であるとされ

ていること。

8 
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-n板橋区ホタノレ飼育施設」では毎
年アベレージをとっています。 5 ベ
アを産卵させてその数を全部数え、
合計して 5 で割り主す。今年は 789
個でした。去年は 813 個でした。今
年は全体で 141 万 4 ， 195 個生みまし
た。いま現在91tj.化している数は 125
万匹です』とか
『私は常に白木中の再生を行う所
には、トンボ返りでも行きます e
北海道・背吏(オトフケ)でも北
九州、|でも日帰りで行きます。北九
州の小倉で水槽に「カピ J が出て

到jベ矧ベ蛍「ホ
いる、と電話を受けましたが、電
話を受けた:場所は土讃線で阿波池

タルさんと共に
神田雑学

田に向う「南凪号」の:m:中でした ε
生きる J (神田雑

写
平成1. 6 年 間もなく児島から瀬戸内海を渡る29 

学大学第 227 回 8 月 'ノr、c _・す4・・
途中でした c [明日行き主す」と

平成 16 年 8 月 返事をしましたがー岡山から小倉
13 日講義録) までは新幹線で 1 時間半くらいで

すがー私は池聞に行き、池田から東
京に戻り、ホタルさんの面倒を見
て、翌日「のぞみ 1 号 J で行きま
じた e 向こうに着いて水槽を見ま
したら、それは「カピ J ではあり
ませんでした。 r これは塩素です
よ。水道水を入れましたね J 0 r ハ
イ、入れました J. C! r 水道水は止
めましょう」と言って、その問 15
分から 20 分居て、新幹線で東京へ
反ってきま。した』等，原告が実践
していたホタル飼育の一端が理解
回目('~-Õ~

」ーー
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